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都市的土地利用増進地区

優良農地、農業振興ゾーン

自然環境保全ゾーン 幹線道路軸及び整備路線

水害対策地区

河川、水辺

 安永風香 (小6)

八幡

ＧＳ

樹齢60年の桜

ともに考えよう地域整備計画

地区面積 約９６７ha 人口 ３,５１８人 世帯数 １２５２戸
目標年次 平成２７年度 平成14年４月1日現在

【地区の将来像】

【地区の整備方針】

市街地との隣接性と豊かな緑を生かし、「ふれあいのできる地区」を目指します。

① 人口の増加に対応し、市街化区域へ編入し、新たな土地利用を図ります。
② 三舟山の丘陵地に自然公園的レクリエーションエリアの形成を図ります。
③ 農業環境を整備し、都市近郊型農業を振興します。

貞元地区土地利用構想図

【その他特記事項】

① 小糸川・江川の水辺空間や三舟山・郡ダムなどの自然を活用した、遊歩道等の整備。
② 新たな作物の導入や付加価値の高い農産物の進行、優良な種子の生産を支援。

※ この計画は、平成14年6月君津市発行の君津市整備計画から抜粋しました。

小糸川南岸に広がる
水田農業地帯

【八幡御霊様の言い伝え】

草刈作業

年寄りから、八幡の民は忘れてはならないと聞かされた話。
昔、日照りが続いて、米が殆んど収穫できず、村人が年貢を納められず
困っていたところ、「いいずか」「えんどう」「かわさき」の三名が、殿様に直
訴をして年貢を減免して貰いました。
そのお蔭で、村人はどうにか生き延びることが出来たのです。
その御恩を忘れてはならないと、三人をお祀りしてあると言い伝えられて
います。
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